
第２５巻第３号 寄生虫学雑誌 昭和５１年６月（1976）

TDjr”/ｃＭｚａｇＤ"〃Beverley株のシスト，増殖型及び

オオシストのマウスに対する病原)性

伊藤義博

古谷

楠禎人士本正明土肥美代子

正人岡好万尾崎文雄

徳島大学医学部寄生虫学教室

(昭和50年７月１８日受領）

動物学教室から恵与され，マウス腹腔内接種で維持した

ものを使用した．

oocystはcoccidium-freeの幼ネコ（2～3カ月齢）に

Ｂｖ株感染マウスの脳を与え，約５日後の便からTable

l-aの過程で調整し，2.5％potassiumdichromateに

浸せきして２５Ｃで成熟させ，７日後に液を交換して

４Ｃで保存した．感染マウス腹水中の原虫をすべて

tachyzoiteとして扱い，急性感染では接種後3～５日の腹

水から，ｃｙｓｔ及びoocyst接種の場合は腹水が十分貯留

するのを待って，いずれも腹腔の生理食塩水洗浄液とし

て採取し，遠心及びグラスフィルターろ過により宿主細

胞を可及的に除いた後実験に供した（Tablel-b)．

ｃｙｓｔはＢｖ株慢性感染マウスの脳を軽く磨砕し，ア

ラピアゴム密度勾配遠心法(中林・本村，1968)で分離し

た（Tablel-c)．ｃｙｓｔ由来原虫は分離ｃｙｓｔを0.25％

trypsinで処理した後，tachyzoiteと同様の過程(Table

l-b)で調整した．

マウス：ｄｄＹ系の雌(22～259)を用い，１実験群は体

重差１９前後として，,恒温下で固型飼料（オリエンタル

酵母工業株式会社ＭＦ）と水道水で飼育した．

感染方法：腹腔内接種は矢追式２段針でマウス左下腹

部に，静脈内は'/4静脈針で尾静脈にそれぞれ行い,経口

は経口投与針で胃内に直接投与した．

病原性の判定：原虫のマウスに対する病原性は接種後

60日まで死亡率及び死亡マウスの生存日数により判定し

た．

ネコ回虫卵によるTbjmPmS''2ａｇｏ"〃の伝ぱを試み

たHutchison(1965)の記録は，従来宿題的存在であった

Ｔ・ｇｏ"aiiの生物学的知識の幾つかに解決の糸口を与え

た．その後この部門の研究の急速な進展からＴ・ｇｏ"〃

はネコを終宿主とする胞子虫であることが明らになった

(HutchisonetaJ.,１９６８；WorkandHutchison,１９６９；

ＳｉｉｍｅｔａＺ.，１９６９；HutchisoneZaZ.，1971)．自然界

における生活環の全ぼうはいまだ明らかでないが，マウ

スーネコーマウスの実験的伝達系の中に生活環が完成さ

れ（FrenkeleZaZ.，1970)，ネコふん便に排せつされる

oocystは新しい感染型として注目されるに至った．従

来Ｔ・ｇｏ"`ｉｆの毒力の評価は主として虫体のマウスに

対する致死能力，すなわちマウス体内における増殖力の

強弱若しくはcyst形成の有無によって行われてきたが，

これらは株の相違による以外に同一株でもマウス体内の

継代維持によっても影響を受けること（Jacobsand

Melton，1954)も考えられる．更に新しく感染型として

加えられたoocystもまたマウスに対して致死感染を起

こすことが知られている(DubeyandFrenkel,1973)．

ここに述べる成績はこのような複雑な問題を整理する

ため同一株におけるcyst，ｃｙｓｔ由来原虫(bradyzoite)，

増殖型（tachyzoite）及びoocystのマウスに対する病

害度を測定し，更にｃｙｓｔ及びoocystを起源とする

tachyzoiteの腹腔内継代接種による病原性の変化を観察

して得られたものである．

材料及び方法

原虫：Beverley（Bv）株は1967年慶応義塾大学医学

部寄生虫学教室から恵与され，マウスに継代し慢性感染

状態で維持した．ＲＨ株は1968年大阪市立大学医学部医

結果

Ｌｃｙｓｔ及びｃｙｓｔ由来原虫(bradyzoite)の病原性

cystをマウス腹腔内に接種した場合，少数(１及び1０

（１）
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TablelPreparationprocedureofoocysts，cystsandtachyzoitesofTﾋﾉｴ”ｍｓ７"αｇｏ"cJZri

b）

infectedmousebrain

a）

infectedcatfeces
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Table2PathogenicityofcystsandbradyzoitesofTb工”んs'"αｇｏ"cＺｉｉｉｎｍｉｃｅ

Ｄａｙｓｏｆｍｅａｎｓｕｒｖｉｖａｌ

ｏｆｄｅａｄｍｉｃｅ

lnoculation

dose

Numberofmice

inoculatedinfectedｄｉｅｄ

Percent

death

Ｃｙｓｔ

０
１
９
２
１

３
●

０
４
０
５

１
９
７

１
０
０
０

１
３
５

５
７
０
６
１
１

５
７
０
６
１
１

２７

１２．３±３．０

９．６±０．３

Bradyzoite

５
８
５
５
５
５

１
１
１
１

０
０
０
０
１
１

７
７
●
●

０
０
０
０
６
６

２
３
４
５

勺
上
〈
Ｕ
ｎ
Ｕ
〈
Ｕ
、
〉
〈
Ｕ

勺
上
可
上
『
上
１
（
『
上

５
８
５
５
５
５

１
１
１
１

1４

４８

inoculationroute：ｉｐ． ±：standarderror

Table3PathogenicityofbradyzoitesofTbzOPZasﾉﾉﾉαｇｏ"α/ｉｉｎｍｉｃｅ

Inoculation

dose route

Ｄａｙｓｏｆｍｅａｎｓｕｒｖｉｖａｌ

ｏｆｄｅａｄｍｉｃｅ

Numberof

inoculatedinfecteddied

Percent

death

104

104

104

４
４
９

４
３
２

４
４
９

４
３
２

７
３
２
２

1５．９

８．８

７５．９

１４．９±1.8

16.0±２．５

１６．５±４．３

１．Ｖ．

subc、

1.ｐ・

±：standarderror

（２）
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Table4Effectsofserialpassagesonpathogenicityofcyst-derivedBeverley
straintachyzoitesofTojｍＰｍｓ７"αｇｏ/zａｉｉｉｎｍｉｃｅ

lnoculation

dose

Numberofmice

inoculateddied

Ｄａｙｓｏｆｍｅａｎｓｕｒｖｉｖａｌ

ｏｆｄｅａｄｍｉｃｅ

PassageＮｏ．

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１

５
５
４
４
４
４
４
４
４

Ｎ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｎ
ｍ
ｍ
ｎ
ｎ

『
１

０
０
９
９
２
６
４
５
５
９

２
１

１

８
８
９
９
２
６
４
５
５
９

１
１

cysts

tachyzoites

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

７
８
３
６
２
４
２
８
８
７

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
０
４
０
０
０
０
０
０
０

＋
一
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一

５
５
７
７
２
５
３
８
６
７

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

８
９
５
８
９
０
８
７
８
７

１
２
１

１

inoculationroute：ｉｐ． ±：standarderror

Table5ComparativepathogenicitiesoftachyzoitesofRHandBeverley

ｓｔｒａｉｎｏｆＴｂｊｒｏＰｍｓｍａｇｏ"αi川ｎｍｉｃｅ

Inoculation

dose route

Numberofmice

inoculateddied

Percent

death

Ｄａｙｓｏｆｍｅａｎｓｕｒｖｉｖａｌ

ｏｆｄｅａｄｍｉｃｅ
Ｓtrain

Beverley＊

０
０
０
５

１
１
１

０
０
０
５

１
１
１

100

100

100

100

。
】
ｎ
ｏ
β
生
ｊ
４

〈
Ⅲ
Ｕ
〈
ｍ
ｖ
ｎ
Ⅱ
〉
〈
Ⅲ
〉

『
Ｉ
▲
１
▲
１
●
▲
１
上

１
３
３
５

０
０
０
０

＋
’
十
一
十
一
十
一

１
４
４
８

８
７
６
８

1.ｐ・

〃

〃

subc．

０
０
０
０

１
１
１
１

０
０
０
０

１
１
１
１

100

100

100

100

１
２
１
２

０
０
０
０

士
十
一
十
一
十
一

１
５
１
２

８
７
６
７

ＲＨ

２
３
４
４

〈
Ｕ
〈
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ

『
上
『
上
１
人
可
上

1.ｐ・

〃

〃

subc．

士：standarderror＊：tachyzoitesofthel8thpassagegeneratioｎ

個)では大半が生残し，３０及び50個で大半が死亡した

(Table２)．少数個と30個以上による死亡率の間には差

異(p＜０．０１)が認められた．いずれの場合も生残マウス

は発育不全，運動障害を呈し，接種10日後の腹水に生原

虫を認め，特に30及び50個投与群では30日後もなお腹水

が貯留し，その中に生原虫を観察した．

Bradyzoitel，１０，１０２及び103個の腹腔内接種では全

例が30日以上生残し，１０日の腹水には原虫を認めなかっ

た（Table２)．生残マウス中無作意に抽出した８匹はす

べてｃｙｓｔを持っていたが，いずれも症状は軽微であっ

た．104及び105個接種では60日以内にそれぞれ１匹ずつ

死亡し，生残マウスでは発育不全及び運動障害が強度で

あった．また10日後の検索でこれらマウスの腹水に多数

の原虫を観察した．

Ｔａｂｌｅ３はbradyzoiteの接種経路による病原性の差

異を死亡率によって比較した成績で，腹腔内接種は他経

路より病原性が強かった．

２．bradyzoiteの病原性の変化

感染マウスの脳から分離したcyst１００個をマウス腹腔

内に接種した成績（Table４）では，マウスは１２～18日

の間に90％(18/20)が死亡した．腹水貯留の最も著しい

18日目に採取した原虫105個/マウスを腹腔内に接種し

た２代目マウスは27～32日で死亡し，更にその20日目の

腹水中の原虫を接種したマウスは7～15日で大半が，４０

日までに全例が死亡した．以後接種量を104個/マウス

とし，１０代目まで観察した結果，生残マウスは得られ

ず，継代を重ねるに従って生存日数は７～９日に短縮し

た．

（３）
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Table6Effectsofpreservationtermandtemperatureonthepathogenicｉｔｙ

ｏｆＴｂｊｒ⑫ｍｓ"ＪａｇＤ"cJi（ｎｍｉｃｅ

Ｎｕｍｂｅｒｏｆｍｉｃｅ ＰｅｒｃｅｎｔＤａｙｓｏｆｍｅａｎｓurvival

inoculatedinfecteddieddeａｔｈｏｆｄｅａｄｍｉｃｅ

Preservation Inoculation

term temｐｅｒａｔｕｒｅ ｄｏｓｅ

７ｄａｙｓ

７ｄａｙｓ

７ｄａｙｓ

７ｄａｙｓ

６ｍｏｎｔｈｓ

６ｍｏｎｔｈｓ

６months

６ｍｏｎｔｈｓ
０
０
０
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１
１
１

０
９
９
９
４
８
０
０

１
１
１

０
０
０
０
０
０
０
０

０
９
９
９
４
８
０
０

１
１
１

６
６
７
９
５
０
４
８

０
０
０
１
２
３
０
０

士
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一

２
８
７
８
３
３
５
８

●
●
●
●
●
●
●
●

９
９
９
１
９
７
０
７

１
１
１
１

Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

４
５
０
７
４
４
４
４

２
３
３

３
３
３
３

２
３
４

〈
Ｕ
〈
Ｕ
〈
Ｕ
〈
Ｕ
ｎ
〉
ｎ
Ｖ
〈
Ｕ
〈
Ｕ

司
几
『
几
司
止
『
上
『
几
可
上
１
ユ
イ
上

０
０
０
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１
１
１

preservationmedium：2.5％potassiumdichromate

±：standarderror

inoculationroute：ｐｅｒｏｓ

Table7Effectsofinoculatinrouteonthepathogenicityofoocystsof

TojmPms77zago"α〃ｉｎｍｉｃｅ

Inoculation

route dose

Numberofmice

inculatedinfectedｄｉｅｄ

Percent

death

Ｄａｙｓｏｆｍｅａｎｓｕｒｖｉｖａｌ

ｏｆｄｅａｄｍｉｃｅ

２
３
４

〈
Ｕ
〈
Ｕ
ｎ
〉
〈
Ｕ

１
▲
勺
上
勺
上
１
▲

０
０
０
０

１
１
１
１

４
８
０
０
１
１

４
８
０
０
１
１

０
０
０
０

４
８
０
０
１
１

２
７
８

１
０
０

＋
｜
＋
｜
＋
’

０
４
９
５

４
１
９
７

１
１

ｐｅｒｏｓ

10

102

103

104

０
０
０
０

１
１
１
１

０
０
０
０

１
１
１
１

３
３
６
６

０
０
０
０

３
３
６
６

９
５
３
７

●
●
●
●

１
０
１
０

＋
’
十
’
十
｜
＋
’

７
３
６
７

７
３
２
１

１
１
１
１

l・ｐ.

preservationmedium：2.5％potassiumdichromateat4CforlOｄａｙｓ
±：standarderror

Table8PathogenicityofsmallnumbｅｒｏｆｏｏｃｙｓｔｓｏｆＴｏｚ”んs"zα
ｇｏ"cＪｉｉｉｎｍｉｃｅ

lnoculation

dose

Numberofmice

inoculatedinfectedｄｉｅｄ

Percent

death

７１．４

１００

３３．３

１００

１００

Ｄａｙｓｏｆｍｅａｎｓｕｒｖｉｖａｌ

ｏｆｄｅａｄｍｉｃｅ

７
４
３
２
１

７
４
３
２
１

１
２
３
４
５

５
４
１
２
１

９
７
７
３

０
０
５
２

士
十
一
十
一
十
一

５
０
０
５

４
５
１
１
２

１
１
２
２
３

preservationmedium：2.5％potassiumdichromateat4CforlOdays

inoculationroute：ｐｅｒｏｓ ±：standarderror

なお18代目原虫とＲＨ(強毒)株原虫について死亡率，３．oocystの病原性

生存日数から病原性を比較した成績（Table５)では，死Ｂｖ株成熟oocystの病原'性について，まずoocyst

亡率はほぼ同等で，皮下接種の場合の生存日数はＢｖ株の保存温度及び期間の影響をＴａｂｌｅ６に示した．2.5％

18代目thchyzoiteが有意（p＜０．０５）に延長していた． potassiumdichromate中７日間４，２５，３０及び37Ｃで

（４）
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Table9Effectsofserialpassagesonthepathogenicityofoocyst-derived

tachyzoitesofTojr”〃s"zａｇＤＭｉｉｉｎｍｉｃｅ

Inoculation

dose

Numberofmice Percent

inoculatedinfecteddieddeath

Ｄａｙｓｏｆｍｅａｎｓｕｒｖｉｖａｌ

ｏｆｄｅａｄｍｉｃｅ
PassgeNo．

２

２
３
４
５
２
３
４
５
２
３
４
５

〈
Ｕ
〈
Ｕ
〈
Ｕ
〈
Ｕ
〈
Ｕ
〈
Ｕ
〈
Ｕ
〈
Ｕ
〈
Ｕ
〈
Ｕ
〈
Ｕ
ｎ
Ｖ

可
上
勺
上
１
▲
１
１
１
▲
勺
上
勺
上
１
▲
１
△
１
（
勺
上
『
上

tachyzoites

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

５
４
５
５
０
０
０
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

５
４
５
５
０
０
０
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１
０
３
２
９
９
０
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１

８
３

●
●

７
０
０
３
０
０
０
０
０
０
０
０

２
１
９
９
０
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１

2０

６
４
６
６
５

１
２
２
３

●
●
●
●
●

２
０
０
０
０

０
０
０
０

＋
一
士
十
一
十
一
十
一

十
一
十
一
十
一
十
一

０
５
９
０
３

８
４
６
８

●
●
●
●
●

３
１
０
０
８
７
８
８
６
５

２
２
１
１

７

1９

inoculationroute：ｉ､ｐ・
±：standarderror

保存した場合，死亡率には大差を認めず，生存日数は４

Ｃと３７Ｃとの間に差(p＜0.01)が見られ,３７Ｃ保存でや

や病原性が減弱した．なお４Ｃ長期保存(６カ月）と７日

間保存との間には有意差を認めなかった（Table６)．

４Ｃで10日間保存した成熟oocystを経口及び腹腔内

接種で比較した結果は，Ｔａｂｌｅ７のとおり前者の方が高

い病原性を示し，１０個以上の接種で死亡率及び生存日数

に有意差（p＜0.05）を認めた．またoocyst103個経口

投与とＢｖ株18代目tachyzoite104個の腹腔内接種(本

実験で病原性を最も高く表した両接種経路）を比較した

場合，死亡率は同等であったが，生存日数はoocyst投

与群が長く，有意差（p＜0.05）を認めた．

oocystl～5個の少数経口投与の実験成績はＴａｂｌｅ８

に示した．すなわちoocystは１個でもマウスを感染死

させる能力があり，死亡マウスの腹水，肝，脾及びリン

パ節から原虫を検出し，生残マウスは赤血球凝集反応試

験及び脳内ｃｙｓｔの検索で感染を確認した．

４．oocyst由来のtachyzoiteの病原性の変化

ｃｙｓｔの場合に準じてoocystの腹腔内接種マウスの腹

水からtachyzoiteを集め，その継代による病原性の変

化を検討した．その結果Ｔａｂｌｅ９に示すように，２代

目では102,103,104及び105接種でいずれもマウスの大

半が生残し病原性は低かったが,７代目では102及び103

個でそれぞれ90％（9/10）が死亡し，１９代目になるとい

ずれの投与量でも生残マウスは得られなかった．

考察

Ｔ・ｇｏ"〃の病原性は株によって差のあることが多く

の研究者から指摘されている．この多様性の理由は明ら

かでないが，一般に株の病原性は分離された動物に依存

し，ヒトからの分離株は強毒で，他の不顕性感染の動物

から得た原虫は弱毒であると言われている（Jacobsand

Melton，1954)．また実験室におけるマウスによる継代

維持は一般に毒力を増加させ（JacobsandMelton，

1954)，腹腔内継代が株の生物学的性状を変える可能性

も示唆された(DubeyandFrenkel，1973)．しかしＲＨ

株の場合は初代からマウスに対し強毒的に働いた報告

(Sabin，1941）もあり，株本来の性状も否定できない．

更にＲＨ株については維持者により病原性に関する見

解が異なり（山森，1972)，使用マウスの系統によっても

Ｔｏｒ”〃Ｓｍα感受性の差異が認められている（新里，

1968)．このような株相互間の病原性の相違と継代によ

る病原性の変化はしばしば認められている．したがって

感染死若しくは感染を指標とした動物実験において多く

の支障がもたらされる．

我々はこれらの条件を整理するためマウスの系統及び

原虫の株を規定して，生活環においてcyst，tachyzoite

及びoocystの病原性を比較し，更にｃｙｓｔ及びooCyst

からtachyzoiteへの移行による病原性の変化を観察し

た．

（５）
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膣マクロファージ等のどん食作用によってoocyst壁が

消化されたことによると思われる．

本実験の成績から，Ｂｖ株の３つのstageはそれぞれ

異なった病原性を示し，oocystは強毒であったがｃｙｓｔ

原虫（bradyzoite）は弱毒で，tachyzoiteの場合弱毒か

ら強毒へと変化する性質を示した．従来Ｂｖ株は弱毒と

言われてきたが，多くの場合ｃｙｓｔが使用されたため弱

毒と表現されたことも考えられる．DubeyandFrenkel

(1973）は株によるTojrOPJas''zαの病原性をoocystの

経口投与で比較し，急性及び慢性感染に導く２つの型を

報告した．このように発育段階で最も安定していると

考えられるoocystによる株の比較は，他の場合より原

虫のより本質的な性状を観察することができると思われ

る．今回の実験でＢｖ株oocystは１個でもマウスを感

染死させる場合があり，この点から見てもＢｖ株は弱毒

でないと思われる．

ｃｙｓｔの病原性：従来弱毒と言われたＢｖ株のｃｙｓｔ

が比較的高い病原性を有する成績が報告された（新里，

1968）が，それが原虫そのものの性質か，あるいはｃｙｓｔ

壁，宿主細胞（脳組織）等の共雑によるかは明らかでな

い．また，ｃｙｓｔ内原虫数はｃｙｓｔの大小によって変動す

るので接種量の規定も困難である．そこで分離ｃｙｓｔを

調整して可及的に宿主細胞，cyst壁等を除き個々の原虫

(bradyzoite)として実験に供した．

分離ｃｙｓｔの場合，マウスに対する病原性は接種cyst

数にほぼ平行し，１０個以下では死亡率及び生残日数から

見て弱毒と考えられる．共雑物を除去したbradyzoite

の病原性もまた弱毒であり（Table２)，100個以下の接

種量でも十分感染したことから原虫分離過程における感

染性への影響は少なかったと思う．これらの結果から

bradyzoiteそのものの病原性は弱毒であり，ｃｙｓｔ腹腔

内接種で見られた強い病原性は，１つに本実験(Table

2）で認めたように接種量が多かったか，あるいは共雑

物として存在した脳組織がｃｙｓｔと共に接種され，狂犬

病ワクチンで例証されたような自己アレルギー性脳脊髄

炎(ＷｅｉｓｅｒｅＺａＺ.,1969)を起こしたためかも知れない．

tachyzoiteの病原性：cyst若しくはoocystの腹腔内

接種で得られたtachyzoiteの病原性は容易に変動し，

累代接種はその度ごとに病原性を高めた．ｃｙｓｔ及び

oocyst接種後初めて得られた２代目tachyzoiteには，

マウスを100％死亡させる毒力はなかったが。継代数の

増加とともに死亡率の上昇と生存日数の短縮を認めた．

またＢｖ株18代目原虫とＲＨ株の比較において(Table

5)，Ｂｖ株皮下接種に有意な病原'性の強さを認めたこと

は，ＲＨ株原虫が分離以後数千回に及び継代を重ねられ

ているためと考えられる．tachyzoiteの病原,性が変動す

る詳細な理由は不明であるが，tachyzoiteの集団から継

代の繰り返しによって病原性の高い原虫が選択され，更

に原虫の宿主に対する適応が人為的感染の度ごとに付加

され，腹腔がそれに適した場を提供したものと考えられ

る．

oocystの病原性：保存条件を検討する基礎実験で2.5

％potassiumdichromate中４Ｃ保存で好結果を得た

ので，この条件で蓄えたoocystはすべて均一な性状の

ものとして実験に供した．接種後経路については経口の

場合に高い病原性を認め,１oocystでもマウスを死に至

らしめる場合があった（Table８)．経口の場合は宿主の

消化液がoocystに作用して脱ｃｙｓｔを容易にすると考

えられ，一方腹腔内接種でも感染の成立したことは，腹

まとめ

TbjrOPms"zαｇｏ"〃の生活環における３つのstage，

すなわちcyst，tachyzoite及びoocystの感染及び病原

性について，Beverley株を用いてマウスにおける死亡

率及び生存日数から比較検討した．

cystは慢性感染マウスの脳からアラピアゴム密度勾配

遠心で分離し，ｃｙｓｔ由来原虫(bradyzoite)は分離ｃｙｓｔ

のtrypsin処理で得た．感染マウスの腹水から得た本

原虫をすべてtachyzoiteとし，ＲＨ株tachyzoiteは

強毒株の基準として使用した．oocystはｃｙｓｔを摂食さ

せたネコのふん便から回収し，2.5％potassiumdichro‐

ｍａｔｅ中で２５Ｃ'５～10日間浸せきして成熟させ，使用

時まで４Ｃで保存した．これら各時期の原虫は接種量及

び経路を変えマウスに投与し６０日間観察した．また

cyst及びoocystの腹腔内接種マウスから得たtachy‐

zoiteは腹腔内累代接種で病原性の変化を調べた．以上

の結果は次のとおりであった．

Ｌｃｙｓｔｌ及び10個の腹腔内接種でマウスの大半は生

残し慢性症状を呈した．３０及び50個の接種でマウスの大

半は約１０日で死亡した．

２．ｃｙｓｔ由来原虫は104及び105個腹腔内接種ではいず

れも6.7％(1/15)のマウスを死亡させ，103個以下ではす

べてが生残した．104個の静脈内，皮下及び腹腔内接種

による死亡率はそれぞれ15.9(7/44)，８．８(3/34)及び75.9

％(22/29)であった．

３．oocystは経口接種の場合１個でもマウスに対し

（６）
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致死例があり，OOCyStの10,102,103及び104個投与に

よる死亡率はそれぞれ40(4/10)，８０(8/10)，100(10/10)及

び100％(10/10)であった．

４．マウス腹腔内にｃｙｓｔを接種して得たtachyzoite

は，105個で80％(8/10)のマウスを死亡させ，３代目では

全例(9/9)が平均16日で死亡した.以後の世代の原虫はい

ずれもマウスに100％致死的であり，１８代目原虫接種マ

ウスの平均生存日数は約６日で，ＲＨ株とほぼ同等であ
った．

５．oocyst腹腔内接種で得たtachyzoite１０５個腹腔

内接種によるマウスの死亡率は13.3％（2/15）であった

が，７代目では102個で90％(9/10)，104及び'０５個では共

に100％(10/10)となり，１９代目では102,103,104及び

105個のいずれの場合も100％(10/10)で，105個接種によ

るマウスの平均生存日数は約６日であった．
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YosHIHIRoITO,YosHIToKUSUNOKI,MAsAAKITSUCHIMOTO,ＭＩＹｏＫｏＤＯＬ

ＭＡｓＡＴｏＦＵＲＵＹＡ，ＹｏｓＨＩＫＡｚｕＯＫＡＡＮＤＨｕＭＩｏＯＳＡＫＩ

（Ｄ"αγZ"ze"ＺｏＬ/Ｐ(zγαSiZoZogy，＆ﾉbooZ〃ＭＥ〃伽，

U72iuerCiZyがＴｏ伽伽"'α）

Comparativeinfectivitiesandpathogenicitiesoftachyzoities，cystsandoocystsofTbjm‐

Ｐｍｓ"zαｇｏ"cJiiBeverleystrainwerestudiedwithreferencetothemortalityandthedaysof

survivalinmice・

CystswereseparatedfromthebrainofchronicallyinfectedmicebyArabic-gumdensity

gradientdifferentialcentrifugationandcyst-derivedorganisms，bradyzoites，wereliberatedby

trypsinizingthecysts，whiletheparasitesobtainedfromtheperitonealexudateoftheinfec‐

tedmicewerecountedastachyzoites、Atoxoplasma-freecatwasfedthecysts，andoocystsre‐

coveredinthefecesweresporulatedin25percentpotasｓｉｕｍｄｉｃｈｒｏｍａｔｅａｔ２５Ｃｆｏｒ５ｔｏｌＯ

ｄａｙｓｂｅｆｏｒｅｔｈｅｙｗｅｒｅｓｔｏｒｅｄａｔ４Ｃ、

Miceweregiventheparasitesoftheabovethreestagesinvaryingdosesandroutes，

andobservationswerecarriedoutfｏｒａｓｌｏｎｇａｓ６０ｄａｙｓ・Changesinthepathogenicityof

tachyzoitesobtainedfromcystsandoocystswereexaminedbyserialintraperitonealpassages

inmice、

１）ＴｈｅｍａｊｏｒｉｔｙｏｆｍｉｃｅｇｉｖｅｎｌａｎｄｌＯｃｙstsintraperitoneallysurvivedbutretained

chronicconditionsandmｏｓｔｏｆａｎｉｍａｌｓｇｉｖｅｎ３０ａｎｄ５０ｃｙｓｔｓｄiedwithinapproximatelylO

days，

２）IntraperitoneallO4andlO5cyst-derivedoｒｇａｎｉｓｍｓｋｉｌｌｅｄ６７ｐｅｒｃｅｎｔｏｆｍｉｃｅａｎｄ

ｔｈｏｓｅｏｆｌｅｓｓｔｈａｎｌＯ３ｆａｉｌｅｄｔｏｋｉlltheanimals・ＴｈｅmortalityofmiceinoculatedlO4or‐

ganismsintravenously，subcutaneouslyandintraperitoneallywas１５．９，８．８ａｎｄ７５９ｐｅｒｃｅｎｔ，

respectively、

３）ＯｒａｌｌＯ，１０２，１０３andlO4oocystsresultedindeathinｍｉｃｅａｔ４０，８０，１００ａｎｄｌＯＯｐｅｒ

ｃｅｎｔ，respectively、

４）Eightpercentofmicegiventachyzoitesderivedfromcystsdiedandallofthemice

giventachyzoitesofthe3rdpassagegenerationdiedonstuｄｙｄａｙｌ６ｉｎａｖｅｒａｇｅ，butnoneof

micegiventachyzoitesoffurtherpassagegenerationssurviｖｅｄＭｅａｎｄａｙｓｏｆｓｕｒｖｉｖａｌof

micegiventachyzoitesofthel8thpassagegenerationwereapproximately6，beingequivalent

tothoseofmicegivenvirulentorganismsofRHstrain、

５）FatalityrateofmicegivenlO5oocyst-derivedtachyzoiteswasｌ３３ｐｅｒｃｅｎｔａｎｄｔｈａｔ

ｏｆｍｉｃｅｇｉｖｅｎｌＯ２，１０３，１０４ａｎｄｌＯ５ｏｆｔｈｏｓｅｏｆｔｈｅ７ｔｈｐａｓｓａｇｅｇｅ、erationwas90，９０，１００ａｎｄ

ｌＯＯｐｅｒｃｅｎｔ，respectively・Attheirl9thpassagegeneration，ａｌｌｏｆｔｈｅｍｉｃｅｇｉｖｅｎｌＯ２，１０３，

１０４andlO5parasiteswerefatalandmeaｎｄａｙｓｏｆｓｕｒｖｉｖａｌｏｆｍｉｃｅｇｉｖｅｎｌＯ５ｐarasiteswere

approximately6．
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